

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































？ｕｆｒａｎ２ｕｌｒｏ ２m ２ufrIba ？ｕＩｒｌ
Ｏｉ)終止形連体形接続形過去形継続形



































？ｕｘｒａｍ２ｕｘｒｏｘ ｍｒ ２urIba ２ｕＸｒｌ
Ｏｉ)終止形連体形接続形過去形継続形




























































































































































































２ukiran２ukira ２ｕｋｉ ２ｕｋｉｒｅｚ ２ukiri
Oi)終止形連体形接続形過去形継続形













































































































































２ｕｋｕｎｕ？ｕｋｕ ｍｋｉ ？ukirjax ２ｕｋｉｒｉ
（ii)終止形連体形 接続形過去形継続形
















①ｕｘｎｕ①ｕｉｒａ のｕｉ ①uirja のｕｉｒｉ
（ii)終止形連体形 接続形過去形継続形
















































２ｕｋｉｎ ？ｕｋａｘ ２ｕｋｉ ？ｕｋｉｂａ ｍｋｉ
２ukiran？ukira ？ｕｋｉｒｉｂａ２ukiri
Oi)終止形連体形接続形過去形継続形
２ｕｋｉｒｕ２ｕｋｉｒｕ ２ｕｋｉｔｉ？ukita mkibexn
？ukirun mkuta
（iii）禁止形
２ukina
２ukiruna
鳩間島ではう行音化が侵透している。否定形は、オケヌに当たる?ukinとオケラヌに当た
る2ukiranを併用している。他の活用形においてもう行音化による併用形をもっている。
３８波照間島（i)否定形意志形連用形条件形命令形
２ugunu２u9ox ？ｕ９ｉ？u9iriba２ｕ９ｉｒｉ
（ii)終止形連体形接続形過去形継続形
２u9irun２u9i ？u9aJita？u9an ２u9ibun
？u9iru
（iii)禁止形
２u9iruna
波照間島は琉球列島の最南端の島である。終止形の?u9irunにはう行音化の影響がみられ
るが、否定形と意志形にはそれが現れていない。語中のｋ音が有声化する現象がある。
３9与那国島（i)否定形意志形連用形条件形命令形
２ugiranun2u9irux ？u9i２u9irja ２u9iri
m9iruba
Oi)終止形連体形接続形過去形継続形
２u9irun？u9iru ２u9iti２u9jan ２ｕ９ｉｂｕｎ
（iiO禁止形
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？ｕ９ｉｎｎａ
与那国島は、琉球列島の最西南端の位置にある。語中のｋ音が有声化する。否定形の
2u9iranunや意志形の?u9iruxは、いずれもう行音化した形である。
以上から、次のことが明確となった。
（１）「起き」の第二音節は奈良時代において乙類の「キ」であるが、これが琉球列島全域で、
「ケ」に相当する音節となっていて、甲類の「キ」と区別が保たれている。したがって部分
的ではあるが、琉球列島全域において、奈良時代の甲類と乙類の区別に相当する区別が今な
お保たれているのである。
(2)ラ行音化が奄美諸島と沖縄諸島を中心に浸透し、さらに八重山諸島へ浸透しつつあり、
宮古諸島には浸透していないことが明確になった。
(3)宮古諸島の命令形語尾はオケロのように「ロ」であり、奄美、沖縄、八重山ではオケレ
のように「し」である。中央語の文語におけるオキヨのような「ヨ」は琉球列島全域でみら
れない。これらの琉球列島の分布から推定すると、中央語の「ロ」と「ヨ」の関係は「ロ」
が古層であり、「ヨ」が新しい層であると考えられる。
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